


安全上のご注意」
×ご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みのうえ 正しくお使いください。

※ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき あなたや他の人々

への危害や損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、危害や損

害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをすると生じることが想

定される内容を、「警告」「注意」の2つに区分しています。いずれも安全に関する

重要な内容ですので、必ず守つてください。

0記号は、禁上の行為であることを告げるものです。図の中や近辺に具体的な

禁止内容 (左 国の場合は分解禁止)が描かれています。

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。国の中に具

体的な指示内容 (左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください)が

描かれています。

△警告撃舗絲鮨鋪轟摯∬鋳lが
症又は期を

△注意詔蹴纏漁詔翼懸鵜糧鑑〒朝
能

絵表示の例

①

ｅ

※お読みになつた後は、お使いになる方がいつても見られるところに必ず保管してください。

生
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彗
言

⑬
羽根 ガードをつけずに高さ調節ボタンを押したり、モーターを運転しないでく
ださい。けがをする恐れがあります。

⑪
水につけたり、水をかけたりしないで下さい。
ショート感電の恐れがあります。

①
修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理 改造は行わないでください。
発火したり、異常動作してけがをすることがあります。

e お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。また、濡れ
た手で抜き差ししないでください。感電やけがをすることがあります。

⑬
包装用ポリ袋はお子様の手の届かない場所に保管する .

誤つて顔にかぶつたり、巻き付いたりして窒息し、死亡の原因となります

⑬
使用中 (羽根の回転中)に、ガードを持つて、上下、左右に風向きを変えない.

ガードを持って、強く操作すると、羽根がガードにあたる場合があり、羽根力罐 損
し、ケガをする原因になります。

⑬
転倒による羽根破損に注意して下さい。
強い衝撃や落下により羽根が破損するおそれがあります。
使用●やお手入れの際は十分にご注意ください。
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△ 注 二思

⑬

交流100V以外では使用しないてください。
火災 感電の原因となります。

本製品は、一般家庭用です。次のような所では使わないて下さい.感電、

火災、破損、故障の原因になります
●温室やビニールハウスなど湿度の高い所、雨や水しぶきがかかる所.

●工場内などの油のつきやすい所。
●有機溶剤を使用している所
0砂ほこり、綿ほこり 金属粉の多い所.

0室外や40℃以上の高温になる所.

0ガスレンジなど炎の近くや、引火性のガスのある所

髪をガードに近づけすぎない。
髪が巻き込まれてけがをする恐れがあります.

畳

畳
床面などでベースを引きずらない.

床面などを傷つける恐れがあります .
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電源コードを傷付けたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引張つたり
ねじつたり、たばねたりしないでください。また、重いものを載せたり、挟み込ん
だり、加工したりすると、電源コードが破損し、火災 感電の原因となります。

電源コードや電源プラグがいたんだり、コンセントの差し込みがゆるいときは、
使用しないでください。感電 ショート発火の原因になります。電源コードを東
ねてある結東バンドは必ずはずしてお使いください。

③ ガードの中や可動都へ指などを入れないでください。けがをする恐れがあります。

0 電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに必ず先端の電源プラグを持つ
て引き抜いてください。感電やショートして発火することがあります。

e 使用時以外は、電源プラグをコンセントから抜いてください。けがややけど、絶
緑劣化による感電・漏電 火災の原因になります。

●

本体に異常 (大きな騒音や大きな振動など)が発生した場合は、ただちにご

使用を中止し コンセントから電源プラグを抜いてください。

電源プラグのはこりなどは、定期的に取る.

電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください.



「各部の名称と使いかた」

お 月碩い |カーテンなどの障害物の周囲や不安定な場所をさけてご使用ください

首振りつまみ

―ター部

高さ調節ボタン

首振リ

首振りつまみを下へ押すと首振りを始
め、上へ引き上げ
ると停止します。

議
!ξ i肯リ

スピンナー

ガードクリップ

電源コード

タイマーつまみ
電源プラグ

スタンドベース

高さを調節するには

高さを調節する場合は、
図のようこ片手でパイプ
を持ち、もう片方の手で
高さ調節ボタンを押しな
がら、パイプの高さを調
節してください。

風向きを変えるには

スタンド部を軽く押さえて、モータ
ー部を上下 左右に動かしてくだ
さい。
●カチカチと音が出る範囲まで調
節できます。

螂鬱
△ 警告

使用中0'根の回転中)に ガードを持
って、上下、左右に風向きを変えない。
ガードを持って 強く操作すると、羽根
がガードにあたる場合があり 羽根が

破損し、ケガをする原因になります。

′`イプ

スタンド

転側による羽根破損に注意
強い衝撃や落下により、羽根が破損す
るおそれ力

'あ
ります。

使用中やお手入れの際は十分にご注
意ください。



「組み立てかた」

1スタンドベースとスタン睦 組み立てます
スタンドは単体では立ちません。組立て前は必ず横F●iきで置いてください
スタンドとスタンドベースを組立ててから 後ろガード 羽根 前ガードを取
付けてください

①平らな安定した場所にスタンドベースを置き 電源
コードをベースの後部穴へ燿してください。

②平らな安定した場所に置いたスタンドベースにスタンド
の候 起都)を差込みます。

③スタンドをスタンドベースに「カチッ」と書がするまで押し
込みます。

スタンドをスタンドペースに差し込むとき、高
さ調節ボタンを押さないように注意してください。

お 願  い
0包装部品は扇風機を保管するとき、必要となります0て、捨てないてください。
●羽根に貼り付けてある「羽根マーク」は は力ヽ ないてください。

●ガード止めナットとスピンナーはネジ山に注意し、かた0きのないようしつかり締付けてください。
●羽根をつけずにモーターを運転しないてください。景底遇界防止装置が働き、使用できなくなる
こと力(あります。

1～ 6の 順番で組み立ててください

2スピンナーをはずす
●回り上めピンを押さえて回らないようにして、

.  スピンナーを右(矢 印の方向)へ回してはず
して下さい。

3ガード止めナット、チュープをはずす
●ガード止めナット、モーター軸のさび防止用
チュープをはずしてください。

●ガード止めナット、スピンナー、チュープは保管
の際本体に装着して下さい。

4後ガードの取り付け
●後ガードの穴をモーター部前
面の凸部に差込み、「ガード
上めナット」を右に回して、確
実に締付けてください。
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5羽根の取り付け 《回り上めビン

`凹

都}

(羽根凛劇)●モーター軸の「回り止めビン」と
羽根裏側の「凹部 Jの 向きを合
わせて、羽根をモーター軸の奥
まで差込み羽根を押さえながら、
スピンナーを左へ回して、確実
に締付けてください。

6前ガードの取り付け
①前ガードの《フック)を後ガード
の《角穴》に合わせて掛けます。

②前ガードを押さえて、全周を後
ガードに確実にはめ込み、固定
してください。

この時 あまリカを入れすぎるとガードが
壼形するおそれがありますので 力を入れ
すざないようにご注意下さい

③ 《ガードクリップ》は前ガードと後
ガードを挟み込むように、「パチン」
と音がするまで確実にとめてください。

0■源プラグをコンセントから抜き、羽根の回転を
止めてからガードクリップを、はずし、前ガードを上
から押さえ、手掛けを手前に弓きます。

ベースの取り外し方

つめを下口矢印のように両手の指
を同時に中心にむかって軽く押すと
ベースからつめがはずれますので、
そのまま静かにベース部を手前に
弓くと、ベース都が外れます。

※ 作業にあたつては電源プラグを
コンセントから振いて下さい。

指をはさんだりしないように、
ご注意下さい。



「操作のしかた」

①タイマーつまみが「連続」の位置に
なつていることを確認してください。

②お望みの風の強さに合わせて操作
ボタンを押してください。

タイマーつまみ
タイマーつまみを右に回してお望みの時間
(最大約180分 )に合わせて、お好みの風
量「弱」「中」・「強」をお選び下さい。
セットした時間になると自動的に羽根の回転が止まります。

操作パネル

●セット時間が30分以内の場合はいつたん「60」 ぐら
いまで回してからお望みの時間に合わせてください。

0通常はタイマーつまみを「連続」に合わせておいてく
ださい。「tII」 の位置では羽根は回転しません。

操作パネル

0‐m
○○○○

切 弱 中 強

●羽根、ガードをつけないで高さ調節ボタンを押した
リモーターを運転しないてください。

モーター部が急にはね上がり、けがをする恐れがあります

温度過昇防止装置が働き、使用できなくなる場合があります

0運転中は絶対にガードの中へ手や、物を入れない
でください。特に羽根の要側は危険です。

けがをしたり、破損したりします。特に小さいお子さ
まには注意してください。

●乳幼児、お年寄り、病気の方には長時間直接風を
当てないてください。

健康によくありません。お休み前にはタイマーを

使用し、壁などに風を向けて反射風を利用しま

しよう。

0カーテンなどを吸い込んだり、首振りがさまたげられ

たりしない安定した場所で使用してください。

転倒したり、モーター不良の原因になります。



「お手入れと保管」

生
日△  警

⑬
羽根 ガードをつけずに高さ調節ボタンをおしたり、モーターを運転しない
でください。けがをする恐れがあります。

e お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。また、
ぬれた手で抜き差ししないでください。感電やけがをすることがあります。

くお手入れ〉
羽根 〈前、後)ガードに埃が多量に付着しますと異常音・振動 モーターの過熱の原因
になります。組立と逆の順序で分解し、清掃してください。
●汚れは、水かめるま湯でうすめた中性洗剤に漫した柔らかい布をかたくしばって

ら、き、さらに乾いた柔らかい布で洗剤が残らないようにら、き取つて下さい。

●お手入れには中性洗剤を使用してくだ
さい。シンナー・アルコール ベンジンな
どは使用しないてください。破損 変質
の原因となります。

●化学雑巾を使うときは、その注意書き
に従つてください。

い
●危険防止のため、羽根に貼り付
けてある「羽根マーク」は、剥がさ
ないでください。

●スプレーをかけなしヽでください。
く掃除用、殺虫用、整髪用など)

破損 変質の原因となります。

〈保管〉
羽根を正面に向けて、組立と逆の順序で分解してください。(正面に向かない場合
は無理にもとさず、首振りさせて正面に向けてください。)

0〈お手入れ)の方法に従つて、お手入れしてください。
●モーター軸の汚れを取つてミシン油などをうすく塗り、チュープをかぶせてください。

(さびの防止)

0包装ケースに納め、湿気の少ないところに保管してください。
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ご使用 中止 !:
すぐに電源プラグを抜いて

事故防止、モーターの焼損

防止のために必ず販売店

にご相談ください。

0スイッチを入れても羽根が回らない。
●羽根が回つても回転がおそかったり

不規則。
●モーター部が異常に熱い。
●異常な音がする。
●コゲくさいにおいがする。

長年ご使用の扇風機はよく点検をお願いします。

★こんな症状はありませんか? ☆異常があれば

アフターサービスについて

この製品は保証書がついております。お買い上げの際に販売店より必ず保証

欄の「お員上げ年月日」と『販売店印Jの 記入をお受けください。

保証期間はお買上げ日より1年です。保証書の記載内容によりお買上げ販売

店が修理を承ります。その他詳細は保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理については販売店にご相談ください。

扇風機の補修用性能部品の最低保有期間は製造打切後8年です。この期 FHIは

経済産業省の指導によるものです。性能部品とはその製品の機能を維持する

ために必要な部品です。

アフターサービスについてご不明の場合は、お買上げの販売店が本書に記載

の (株 )電響社へお問合せてください。

②

①

仕 様
電圧

(V)

周波数

(Hz)

消費電力

(W)

風速

(m/min)
風量

(m3/min)
質量

(kg)

100
50 40 180 40

約30
60 45 185 42

③

　

④

⑤

上記のデーターは強風時点の数値です。

×商品の仕様は、品質向上、製品改良のため 予告なく変更することがあります .
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長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について

(本体への表示内容 )

※経年劣化により危書の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために電気
用品安全法で義務付けられた以下の表示を本体に行っています。

【製造年】(本体に西暦4桁で表示してあります)

※ 【設計上の標準使用期間】 6年
設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年劣化
による発火 けが等の事故に至るおそれがあります。

(設計上の標準使用期間とは )

※運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して 製造した
年から安全上支障なく使用することができる標準的な期間です。

※設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を

保証するものでもありません。

■標準使用条件   日本電機工業会 自主基準 HD l16 3に よる

大項目 中項目 4ヽ項目 備考

環境条件

電エ 100V 機器の定格電圧による

周波数 50Hz及び60Hz

温度 30℃
01S C9601参 照

湿度 65%

設置条件 標準設置 機器の取扱説明書による

負荷条件 定格負荷(風逮) 機器の取扱説明書による

想定時間等

1口 あたりの使用時間 3 (h/口 )

1日使用回数 5(回/日 )

1年間の使用日数 110(日 /年 )

スイッチ操作回数 550(回 /年 )

首娠運転の割合 100 (%)

●「経年劣化とは」
長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。
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